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治
タイプライタ
扶養請求

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
申立人法定代理人親権者母
斉藤　花子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
給料明細　３通、家計収支表　１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　一郎

治
タイプライタ
サイトウ　イチロウ

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　花子

治
タイプライタ
サイトウ　ハナコ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
タイプライタ
申
立
人
法
定
代
理
人
親
権
者
母

治
タイプライタ

治
タイプライタ
４３

治
タイプライタ
０３　２２２２　２２２２

治
タイプライタ
パートタイマー

治
タイプライタ
２３
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治
タイプライタ
相手方は申立人に対し、扶養料として毎月金＊＊万円ずつ支払う、との調停を
求めます。

治
タイプライタ
１　申立人法定代理人と相手方とは、平成＊＊年＊＊月頃から知り合い交際す
るようになり、相手方の求めに応じて性的関係を結び、妊娠し、平成＊＊年＊
＊月＊＊日申立人を出産しました。
２　相手方は、申立人法定代理人の求めに応じて、平成＊＊年＊＊月＊＊日に
申立人の認知届を提出しました。認知届を提出する際の条件は、子供の養育費
を請求しないとのことでした。
３　申立人法定代理人は、パートをしながら、申立人の監護養育につとめてき
ました。しかし、申立人法定代理人だけの収入だけでは申立人の監護養育をし
ていくことができません。相手方は、これまでの再三の請求に対し、養育費不
請求の約束を持ち出し、応じてくれないので、本申立をします。




